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斎藤清展
［会期中の休館日］毎週水曜日　［開館時間］午前9時30分～午後5時 
※3月7日（火）、4月6日（木）は満月のため開館時間を午後9時まで延長 
※入館は閉館の30分前まで　［観覧料金（常設展観覧料込み）］一般  
1,000円（900円） 高校・大学生 500円（400円） ※（　）内は20名以上の
団体料金 ※中学生以下無料 ※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者
保健福祉手帳をお持ちの方は無料　［主催］奥田元宋・小由女美術館、
中国放送、中国新聞社　［特別協力］渡部久子　［写真提供］やないづ町立
斎藤清美術館　［後援］広島テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島、広島
エフエム放送、ＦＭちゅーピー76.6MHz、エフエムふくやま、尾道エフエム放送、
ＦＭ東広島89.7MHz、三次ケーブルビジョン、三次市、三次市教育委員会

《フレンチ・クォーター ニューオリンズ（A）》   1957年  ©Hisako Watanabe



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご来場の際にはマスクの着用、手指消毒、
検温等にご協力をお願いいたします。また、状況により記載の会期、開館時間、イベント
の内容等が変更となる場合がございます。最新の情報は当館ホームページをご確認ください。

令和4年度 三次市支援事業　この事業は、三次市の補助金等の支援により実施しています。

斎藤清展
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《猫と少女》  制作年不詳  ©Hisako Watanabe 《春の鎌倉 長勝寺》  1984年  ©Hisako Watanabe

《春粧（2）》  1989年  ©Hisako Watanabe

《仏陀（3）》  1962年  ©Hisako Watanabe

《金閣寺 京都》  1967年  ©Hisako Watanabe《会津の冬（50）柳津》  1981年  ©Hisako Watanabe

［アクセス／駐車場情報］
駐車場：乗用車350台・バス10台（共用含む）
●中国自動車道［三次IC］から2.5km　車で約3分
●中国やまなみ街道［三次東IC］から9km　車で約15分
●JR線または高速バスで［三次駅］下車　三次駅からタクシーで10分
　路線バスで15分［奥田元宋・小由女美術館前］下車
●広島空港から60km　車で約70分

「菱田春草と画壇の挑戦者たち展」
2023年4月20日（木）－6月13日（火）

次回企画展

　日本版画界を代表する画家・斎藤清（1907-1997）。
　福島県で誕生した斎藤は、幼少期に北海道に移住、青年期ま
でを過ごします。
　絵を描くことが好きで独学で油絵を模索するなど、働きなが
らも画業への思いを断ち切れず、24歳で本格的に上京し、白日
会など団体展に油絵を出品し入選するようになります。
　29歳の時に目にした安井曽太郎の版画作品に触発されて自
らも版画制作を開始、以来造形版画協会や国画会展などで作品
を発表するようになります。44歳でのサンパウロ・ビエンナー
レへの出品、受賞を機にブラジルやアメリカなど海外で高い評
価を得るようになり、国内よりも海外の人気が先行、いわば評
価の逆輸入という形で、日本国内へ広まって行きました。
　様々なモチーフと技法に挑みながら作品を生みだし、日本現
代版画界のパイオニアとして活躍、1995年には文化功労者に
顕彰されました。1997年に90歳で生涯を閉じますが、その作
品群は今なお多くの人々を魅了し続けています。
　本展では、作者の初期から晩年までの作品・資料を一堂に展
示。日本の伝統表現に西洋の近代造形を取り入れた魅力あふれ
る作品世界を紹介します。

会期中イベント（詳しくはホームページをご覧ください）
●スペシャルギャラリートーク　日時：3月26日（日） 13時30分 ～　　
講師：美術館あーとあい・きさ 館長 松島俊宏氏
場所：奥田元宋・小由女美術館企画展示室 ※企画展チケットが必要です。
●ワークショップ 「紙版画で作るオリジナル絵ハガキ」　
日時：3月19日（日） 11時～、14時～　講師：当館学芸員
場所：奥田元宋・小由女美術館ロビー　人数：各回5組
申込：奥田元宋・小由女美術館に電話で申込ください。（先着順）
●満月ロビーコンサート　
日時：3月7日（火）、4月6日（木） 各日とも14時～、19時～

周辺地図


